
当院を身近に知っていただくため公式ホームページ 
及び 公式facebook・Instagramを作成していま
す。一度ご覧ください。

https://hamada.hosp.go.jp/

ホームページ

https://www.facebook.com/
　　　　hamadamedicalcenter/

facebook

浜田医療センター で検索！

https://www.instagram.com/
　　　　hamada_medical_center/

Instagram

巻頭言
認定看護師の活動について
新任医師紹介
糖尿病とは？
地域医療連携室
看護学校だより
１.5Ｔ ＭＲＩ新装置導入のお知らせ
新しいマンモグラフィ撮影装置の導入
売店オープン
がん相談支援センターだより
看護の日イベントを開催しました
夏の特別メニュー
令和８年度採用看護師・助産師募集
外来診療担当医表

2
3

4～5
6～7
8～9
10～11
12
13

14～15
16
17
18
19
20

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
理
念

基本方針
1．安全で良質な医療の提供
2．患者に寄り添った医療
3．介護、福祉との連携
4．地域の町づくりに貢献
5．地域住民と職員の健康増進
6．持続可能な健全経営

患者さんの権利
•人格・価値観が尊重される権利
•良質な医療を受ける権利
•十分な説明と情報を得る権利
•自己決定の権利
•個人情報が守られる権利
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院長　栗栖  泰郎
　新年度が始まって、ゴールデンウィークはとうに終わり、山々の緑はますます色
濃くなり、外は爽やかな風が吹いています。家々の片隅にはドクダミが咲きはじめ、
梅雨の近づきが感じられる季節となりました。浜田医療センターも新しい年度を
迎え、各部署には、新人の入職、人事異動、昇任などがあり、院内にも新しい爽やか
な風が吹いているのを感じます。皆様は、いかがお過ごしでしょうか。
　私は2023年４月に院長に就任し、２年が過ぎました。過去の２年間は、想定を超
えた重責でバッテリーの容量をオーバーしてしまいましたが、職員の日々の努力に
より、病院の運営を続けることができました。職員一人ひとりに心から感謝してい
ます。同時に、充電切れを経験したお陰で得られた気づきもありました。
　昨今の日本中の医療機関・福祉施設の経営状態は厳しさを増しています。収益
増を上回る材料費や人件費の高騰が大きな原因であり、当院も例外ではありませ
ん。他施設では既に規模を縮小したり、継続を断念したりしたところもあります。ま
た、増え続ける高齢者人口と、それよりも速く減り続ける生産年齢人口を前にし
て、国は高齢者人口が最大になると見込まれる2040年を見すえて、地域医療をい
かに適切に継続するかという地域医療構想について検討し、今年度中に各自治体
における計画のためのガイドラインを発表する予定です。その中では、人口構成や
地理的な特徴なども考慮した区分をつくり、それぞれの区分についての考え方が
示されるようです。島根県でも、国のガイドラインよりも早く既に検討が始まって
います。
　浜田医療センターも、このような経営と人員確保の課題の中で、地域において
必要とされる医療を持続的に提供できるように運営していかなければなりません。
一病院や各都道府県だけで解決できるものではなく、国全体で、国民一人ひとりの
幸せはどこにあるのか、そのためにどこに予算をつけるのかを、もっと真剣に考え
なければなりません。
　浜田医療センターが最も重視すべきミッションは、浜田二次医療圏の住民の
方々が安心して日常生活を送ることができるように、医療を通じて「地域で生き
る」を支援することであり、当院の基本理念でもあります。この理念達成のために、
当院では、このスマイル＆ハート誌の見開き左側に書かれている６つの基本方針を
立てており、その際に守るべき患者さんの権利として、同下のような５つの権利を
意識して職員一同職務に励んでおります。昨年度末には、前述の６つの基本方針ご
とに、病院としての目標と方針を提示し、それぞれの部署ごとに、その達成に向け
た目標と方針を設定し、新年度を迎えております。今年度は、さらに、これらの運営
を行う上で職員一人ひとりに意識してほしいスローガンとして、「尊重しあう職場、
信頼される医療」を掲げました。地域に貢献できる健全な組織運営のために、職
員、組織、患者さんのそれぞれを大切だと考えています。職員一人ひとりが自分自
身をかけがえのない自己として大切にできなければ誰かを大切に思うことは困難
ですし、自分が幸せでなければ誰かに幸せをシェアすることは困難でしょう。同様
に、一人ひとりが自己を大切にし、それと同時に、同職種他職種・正規非正規・個々
の特性などにかかわらず、職員同士をお互いに大切にし、尊重しあえなければ、組
織として幸せをシェアすることは困難でしょう。病院という組織が幸せでなけれ
ば、患者さんを幸せにすることも困難であり、私たちの病院が理念を達成すること
も困難になるでしょう。このような組織を目指す努力をし続けてこそ、地域の住民
の皆様に信頼される医療を提供できることでしょう。「尊重しあう職場、信頼される
医療」には、そのような院長としての強い思いを込めています。
　とは言え、私たち職員も人間です。日々の多重課題の中での医療現場において、
自己を研鑽し、振り返り、自分の健康管理にも留意しながら業務を続けています
が、気づかないうちに住民の皆様の幸せに逆行するような言行や失敗をすること
があるかもしれません。そのような時には、どうか優しく諭していただければあり
がたく思います。「尊重しあう職場、信頼される医療」の構成要員には、地域の住民
の皆様も含まれていることを忘れないでいただきたいのです。当院職員も患者さ
んもお互いを尊重しあう職場（病院）であり、その結果お互いに信頼できる医療を
提供し任せてもらえる病院にさらに近づいていけるように職員一同努力してまい
ります。今年度も、住民の皆様の暖かいご支援をたまわりますよう、よろしくお願
い申し上げます。

巻頭言
2025年度が始まって思う
―尊重しあう職場、信頼される医療―
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回復期リハビリテーション病棟  看護師長
感染管理認定看護師 稲田 真由美

回復期リハビリテーション病棟での
感染対策について

　皆様こんにちは。令和6年4月より呉医療センターか
ら異動して参りました稲田真由美と申します。私は現在
回復期リハビリテーション病棟の看護師長と兼任で、感
染管理認定看護師として活動しています。どうぞよろし
くお願いいたします。
　感染管理認定看護師の役割は、患者さんを感染から
守ること、医療環境で医療従事者と面会者等を感染か
ら守ることです。
　私が所属する回復期リハビリテーション病棟は、急性
期治療を終えた脳血管疾患や大腿骨頸部骨折などの患
者さんが、自宅退院を目標に日常生活機能の向上・回復
を目指してリハビリテーションを行う病棟です。リハビリ
テーション看護では、患者さんが住み慣れた暮らしを取
り戻すために、日常生活活動の援助を積極的に行ってい
ます。そのため看護師と患者さんとの距離が近いことに
よる感染のリスクがあります。また、離床目的として患
者さんは可能な限りラウンジに出て食事を食べられるた
め、患者さん同士の距離が近いことによる感染のリスク
があります。
　当病棟では、昨年8月に新型コロナウイルス感染症の
クラスター（集団感染）が発生しました。患者さんだけで
なく、看護師やリハビリスタッフも感染しました。これに
より患者さんはラウンジでの食事摂取が中止、リハビリ
室でのリハビリも中止となり、患者さんの入院生活やリ
ハビリテーションに大きな影響が出ました。感染対策は、
感染が起こっていない平時より実施することが重要で
す。一事例でも感染が起きた時は、拡大している可能性
が高いです。私は病棟の看護師長として、日々現場の看

護師・リハビリスタッフに対して、手指消毒、喀痰吸引や
食事介助時のゴーグル装着、患者さんのベッド周囲の環
境清掃などの感染対策について指導を行っています。こ
れからも、患者さんが安心して入院生活を送り自宅退院
できるように、感染管理認定看護師としての強みを活か
しながら、現場で看護師長として感染対策の指導を続
けていきたいと思います。
　感染対策はひとりではできません。病院全体で取り組
む必要があります。まずは自部署を感染対策のモデル
病棟として構築することを目指し、院内全体の感染対策
の底上げを図るように尽力したいと考えています。
入院中の患者さんだけでなく、家族の方や面会に来られ
る方、通院中の患者さん！
　正しい手洗いの方法や、マスクの装着方法など感染
予防に関して分からないことがあれば気軽に声をかけて
くださいね。
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